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ごあいさつ

皆さまには、ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。

ここに当行第９５期の営業の概況と決算の状況につきましてご報

告申しあげます。

平成１７年度の日本経済は、企業業績が着実に回復し、設備投資

拡大の動きも大企業から中小企業に波及してまいりました。加え

て、雇用情勢の改善から、個人消費も上昇に転じるなど着実に回

復を続け、戦後最長の「いざなぎ景気」を更新する勢いとなって

おります。

しかし、原油価格の高騰は企業収益への悪影響や消費者物価の

上昇を招く懸念があり、慎重に見極める局面に差し掛かっており

ます。

金融情勢を見ますと、「リレーションシップバンキングの機能

強化に関するアクションプログラム」や、平成１９年３月期から適

用されるバーゼルⅡ（新BIS規制）への対応が求められており

ます。さらに、望ましい金融システムを「官」の主導ではなく「民」

の力により実現することを目指して平成１７年７月に「金融検査評

定制度」が定められ、自己評定が求められることになりました。

金融政策面では、景気の持続的な回復を背景に、日銀は本年３

月９日に１５年余り続いた量的金融緩和政策を解除いたしました。

このような金融経済環境のなかで、当行はお客さまの多様化・

高度化するニーズへの対応や、利便性向上に向けた体制の整備に

努め、平成１７年４月に「資産運用プラザ」を開設、また、北國、

福井両行との業務提携により昨年１１月の「ビジネス商談会」の共

同開催やATMの相互無料開放等を行ってまいりました。これか

らも、多様で良質な金融商品・サービスの提供に努め、地域経済

の活性化、地域社会の発展に寄与してまいる所存でございます。

今後とも何卒一層のご支援を賜りますよう心からお願い申しあ

げます。

平成１８年６月

取締役頭取
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１.クリア（透明）に 

2.サウンド（健全）に 3.フェア（公平）に 

限りなく  

地域のお客さまの利便性向上と信任を確保
するため、お客さまに分かりやすく、限りなく「透
明」な情報開示を行います。 

地域経済の活性化と事業再生に取組み、 
収益力の向上を図ることにより、お客さまと私た
ち双方の「健全性」の向上を図ります。 

コーポレートガバナンスとコンプライアンスを
経営の最重要課題とする限りなく「公平・公
正」な銀行として、お客さまに安心・安全
な取引を提供します。 

「改革と挑戦」���������� 
 ��
������ 新アクションプログラムとの融合 

拡大均衡へのフェーズ転換と金融サービス業への進化により、収益力の向上と成長性を追求する 
金融サービスを通じた地域貢献の充実　　健全性の確保と収益力の向上　　経営力の強化による揺るぎない経営基盤の確立 

目
指
す
姿 

「4つの改革」の断行 ［経営改革・業務改革・組織改革・意識改革］ 拡大均衡への転換 

地域への貢献 収益力の強化 経営力の強化 数 値 目 標  

コア業務純益 

コアOHR 

 自己資本比率 

 不良債権比率（金融再生法） 

85億円 

57％台 

10.8％ 

 3.6％台 

・健全性の確保 

・地域経済への信用供与 

・お客さま満足度の向上追求 

・事業再生の取組強化 

・創業、新事業支援への取組 

・地域振興への貢献 

・事業性融資 
・個人ローン 
・地公体融資 
・貸出金利息の増加 
・役務収益の増加 
・ストラテジックソーシング 
　（調達慣習の見直し） 

・リスク管理態勢 

・コンプライアンス態勢 

・監査機能の強化 

 

第10次長期経営計画 ［平成17年4月～平成20年3月］ 

具
体
的
施
策

 

経 営 理 念  

経経経経経経経経経経経経経経経経経営営営営営営営営営営営営営営営営営理理理理理理理理理理理理理理理理理念念念念念念念念念念念念念念念念念・・・・・・・・・・・・・・・・・長長長長長長長長長長長長長長長長長期期期期期期期期期期期期期期期期期経経経経経経経経経経経経経経経経経営営営営営営営営営営営営営営営営営計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画
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当行グループは、当行、子会社及び子法人等５社で構成され、銀行
業務を中心にリース業務等の金融サービスに係る事業を行っておりま
す。
〔銀行業〕
当行の本店、支店、出張所６９か店において、預金業務、貸出業務、

為替業務、各種金融商品販売等を行い、地域に密着した営業活動に積
極的に取り組んでおり、グループの中心と位置づけております。
また、富山ファースト・ビジネス�において、銀行事務代行業務等

を行っております。
〔リース業〕
富山ファースト・リース�及び富山ファースト機販�において、各

種のリース業務を行っております。
〔その他事業〕
富山ファースト・ディーシー�において、クレジットカード業務を

行っております。また、�富山ファイナンスにおいて、信用保証業務
等を行っております。

譲渡性預金を含めた預金等につきましては、低金利が続くなか、お
客さまへのサービス向上を旨として営業基盤の拡充に努めましたが、
個人国債等一部金融商品にシフトしたこと等により当期中に２１０億円
減少し、当期末残高は８，５６８億円となりました。
貸出金につきましては、個人向け住宅資金、地方公共団体ならびに

地元中堅・中小企業を中心とした資金需要に積極的にお応えしてまい
りました結果、当期中に１１０億円増加し、当期末残高は６，５９３億円とな
りました。
有価証券につきましては、有効運用に努めましたが、当期中に１６８

億円減少し当期末残高は２，６６５億円となりました。

損益状況につきましては、連結経常収益は、有価証券利息配当金は
増加いたしましたが、金利低下による貸出金利息の減少分をカバーし
切れなかったことから資金運用収益は減少しましたが、役務取引等収
益などの増加により、前期比４億３１百万円増加し２６７億１７百万円とな
りました。一方、連結経常費用は、資金調達費用が若干増加しました
が、不良債権処理額の減少等により前期比１億５２百万円減少し２１９億
１５百万円となりました。この結果、連結経常利益は前期比５億８３百万
円増加し４８億１百万円となりました。
以上の結果、連結当期純利益は前期比１億９６百万円増加し１７億７１百

万円となりました。

金融庁は、平成１７年３月２９日に、平成１６年末に公表した金融行政の
指針である『金融改革プログラム』に基づいた「工程表」と平成１７年
度・１８年度の２年間を「重点強化期間」とする地域金融機関の「地域
密着型金融の機能強化の推進に関するアクションプログラム」を公表
しました。このプログラムは、多様な金融商品やサービスを国民が身
近に利用できる「金融サービス立国」を「民」の力で目指していくと
いうものであり、事業再生・中小企業金融の円滑化、経営力の強化、
地域の利用者の利便性向上といった地域密着型金融の一層の推進が求
められております。
当行は、これまで業種別審査態勢の導入や外部機関との連携により

中小企業の事業再生や創業支援等を行ってまいりましたが、より一層
機能強化に向けて取り組んでまいります。また、平成１７年３月に発足
した「ファーストバンク・ビジネスクラブ」を活用した事業支援につ
きましても、平成１７年１１月に北國銀行、福井銀行と３行合同の「ビジ
ネス商談会」を開催し好評を得ましたが、今後も各方面で積極的に取
り組んでまいります。経営力の強化につきましても、これまで、最重
要課題として取り組んでまいりましたが、さらなる収益管理態勢の整
備と収益力の向上に努めるとともに、リスク管理態勢の充実、ガバナ
ンスの強化およびコンプライアンス態勢の強化を図り一層の経営力の
強化に努めてまいります。なかでも、「個人情報保護法」の全面施行
に伴う個人情報保護がコンプライアンスにおける主要課題のひとつで
あるとの認識の下、一層の管理態勢の強化を図ってまいります。
また、近年、有価証券報告書における証券取引法上の開示内容など

に不適正な事例が相次いで発生したことから、ディスクロージャーの
信頼性を確保するため、開示企業における内部統制を充実し、経営者

に有価証券報告書の開示が適切である旨の宣誓が義務付けられるとと
もに、財務報告に係る内部統制の有効性を評価した内部統制報告書の
作成が義務付けられ、将来的には公認会計士などによる監査を受ける
こととされたことから、対応に向けた早急な取組みが重要となってま
いりました。
さらに、バーゼルⅡ（新BIS規制）の適用が平成１９年３月末からス

タートします。金融業務のリスクの高度化・複雑化で従来の自己資本
比率規制に加え、より総合的な観点での健全性確保が必要になったこ
とから、各種リスクを把握した上で、経営に必要な自己資本額を検討
する「自己管理型のリスク管理」が求められ、これへの対応も喫緊の課
題となっています。
地域の利用者の利便性向上につきましても、多様化・高度化するお

客さまのニーズに対応すべく平成１７年４月に「ファーストバンク資産
運用プラザ」を開設し、お客さまの幅広いご要望にお応えできる態勢
を整えましたが、機能を一層充実し利便性向上に努めてまいります。
また、地域の皆さまに対しまして、これらの取組状況をディスクロ

ージャー誌、マスコミ、ホームページ等を活用して積極的に開示でき
る態勢を整備してまいります。
当行では、平成１７年度をスタートに向こう３年間を展望した第１０次

長期経営計画を策定しました。『改革と挑戦』を主題とし「地域への
貢献」、「経営力の強化」、「収益力の強化」の３本柱を基本方針とし、
地域のお客さまに一層満足いただける銀行に変貌し、更なる体質強化、
収益力強化を目指して、その着実な実行に当行グループは一丸となっ
て取り組んでまいります。

企業集団の主要な事業内容

企業集団の営業の経過及び成果

対処すべき課題

営営営営営営営営営営営営営営営営営業業業業業業業業業業業業業業業業業ののののののののののののののののの概概概概概概概概概概概概概概概概概況況況況況況況況況況況況況況況況況
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0
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750

平成18年3月 

108

24
28

191

87
51

273

281

70

平成16年3月 平成17年3月 

（億円） 

年金保険 

投資信託 

公共債 

1,634 1,6551,6341,634 1,6551,6551,5971,5971,597

貸出金残高 

うち個人ローン残高 

平成16年3月 平成17年3月 平成18年3月 

（億円） 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

6,715 6,587 6,704

8,7858,785 8,7508,750
8,494

6,555 6,507 6,382

平成18年3月 
0

6,000

8,000

7,000

9,000

10,000

預金 

うち個人預金 

平成16年3月 平成17年3月 

（億円） 

預金残高について
超低金利が続く環境の中で、より一層地域に密着し
た営業活動を展開し、お客さまへのサービス向上を旨
として営業基盤の拡充に努めましたが、個人国債等一
部金融商品にシフトしたこと等により、平成１８年３月
末残高は前年同期比２５６億円減少し８，４９４億円となりま
した。
同様に個人預金は前年同期比１２５億円減少し６，３８２億
円となりました。

個人預り資産の推移
超低金利が長期化する中、お客さまの多様化する資
産運用ニーズにお応えするため、年金保険、投資信託、
公共債等の窓口販売を積極的に推進して預り資産の増
強を図りました結果、残高は６２４億円となりました。

貸出金残高について
貸出金につきましては、個人向け住宅資金、地方公
共団体ならびに地元中堅・中小企業を中心とした資金
需要に積極的にお応えしてまいりました結果、平成１８
年３月末残高は前年同期比１１６億円増加し６，７０４億円と
なりました。
また、個人ローンは住宅資金などの資金需要に積極
的にお応えしました結果、平成１８年３月末残高は前年
同期比２０億円増加し１，６５５億円となりました。

業業業業業業業業業業業業業業業業業績績績績績績績績績績績績績績績績績ハハハハハハハハハハハハハハハハハイイイイイイイイイイイイイイイイイララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイトトトトトトトトトトトトトトトトト

［預金残高の推移］

［個人預り資産残高の推移］

［貸出金残高の推移］
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7,554

6,000

7,000

6,500

7,500

8,000

平成16年3月 平成17年3月 平成18年3月 

（百万円） 

7,3107,310

7,577

0

18,77018,770

平成16年3月 平成17年3月 平成18年3月 

16,000

18,000

17,000

19,000

20,000

18,031

19,104

（百万円） 

0

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
4,434

1,7501,750

3,7873,787

1,5541,554

2,7842,784

1,348

経常利益 

当期純利益 

平成16年3月 平成17年3月 平成18年3月 

（百万円） 

業務粗利益
資金運用収支は、貸出金利低下等により前年同期比
４億２７百万円減少いたしましたが、役務取引等収支が
金融商品販売の拡大等により前年同期比４億円増加い
たしました。また、その他業務収支が債券売却損の増
加により前年同期比３億６百万円減少したことにより、
業務粗利益は前年同期比３億３４百万円減少し１８７億７０
百万円となりました。

コア業務純益
銀行は、一般事業会社と異なる収支構造を持ってい
るため業績を示す指標の一つに業務純益があります。
また、より銀行本業部分での業績を示す指標にコア
業務純益がありますが、当期は過去最高の７５億７７百万
円となりました。

経常利益・当期純利益
経常収益は、貸出金利息が金利低下等により減少し
たことを主因に資金利益は減少いたしましたが、役務
収益や債券売却益等の増加が寄与したことにより、前
年同期比３億２６百万円増加し２２０億８７百万円となりま
した。一方、経常費用は、債券売却損が増加したもの
の不良債権処理の減少や経費の削減に努めました結果、
前年同期比３億２２百万円減少し１７６億５２百万円となり
ました。この結果、経常利益は前年同期比６億４７百万
円増加し４４億３４百万円となりました。
以上の結果、当期純利益は、前年同期比１億９６百万
円増加し１７億５０百万円となりました。

［業務粗利益の推移］

［コア業務純益の推移］

［経常利益・当期純利益の推移］

・業務純益＝業務粗利益（資金運用収支＋役務取引等収
支＋その他業務収支）－経費（除く臨時処理
分）－一般貸倒引当金繰入額

・コア業務純益＝業務純益－国債等債券関係損益
＋一般貸倒引当金繰入額

業業業業業業業業業業業業業業業業業績績績績績績績績績績績績績績績績績ハハハハハハハハハハハハハハハハハイイイイイイイイイイイイイイイイイララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイトトトトトトトトトトトトトトトトト
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平成16年3月 平成17年3月 平成18年3月 

（％） 

10.16

5.60

0.52

0

10

11

9

4

自己資本比率 

うちTier�比率 

平成16年3月 平成17年3月 平成18年3月 

（％） 

10.06

10.47 10.49

9.10

9.62 9.57

国
内
基
準 

自己資本比率は健全基準を大幅にクリアする１０．４９％
自己資本比率は銀行の健全性を見る上での重要な指
標の一つでありますが、当行の自己資本比率は１０．４９
％と国内基準で求められている４％を大幅に上回って
います。また、基本的項目（本来の自己資本）で算出
したTierⅠ比率でも９．５７％と国内基準の２倍以上の高
い水準で推移しています。さらに子会社５社を含めた
連結自己資本比率は１０．９５％と一層安定した水準を維
持しております。今後も引き続き良質な資産の積み上
げを図るとともに、内部留保の拡充により自己資本比
率の一層の向上に努めてまいります。

TierⅠに占める繰延税金資産について
企業会計上の損益と税法上の所得の相違を調整する
税効果会計を適用した結果、将来の税金費用を当期で
負担したこととし、前払で支払ったものとして資産計
上したものが繰延税金資産です。近年、銀行の繰延税
金資産は、不良債権処理が加速されたこと等から増加
しており、その脆弱性から自己資本額に占める割合等
が問題となっております。
当行の平成１８年３月末の繰延税金資産計上額は２億

７５百万円でTierⅠに占める割合は０．５２％と大変低い水
準です。

［自己資本比率の推移（単体）］

平成１６年３月 平成１７年３月 平成１８年３月

TierⅠ （A） ４９，８３４ ５１，０９６ ５２，３９４

繰延税金資産（B） ５，０６５ ２，８６６ ２７５

（B）÷（A）×１００ １０．１６％ ５．６０％ ０．５２％

自己資本比率＝

TierⅠ（基本的項目）＋TierⅡ（補完的項目）�������������������
リスクアセット

×１００

・TierⅠ（基本的項目）＝本来の自己資本のことで、資本金・資

本剰余金・利益剰余金等の合計

・TierⅡ（補完的項目）＝土地の含み益、一般貸倒引当金等

・リスクアセット＝リスクの度合いに応じて調整した総資産

自自自自自自自自自自自自自自自自自己己己己己己己己己己己己己己己己己資資資資資資資資資資資資資資資資資本本本本本本本本本本本本本本本本本比比比比比比比比比比比比比比比比比率率率率率率率率率率率率率率率率率にににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててて

［TierⅠに占める繰延税金資産の比率推移］

［TierⅠに占める繰延税金資産の割合］ （単位：百万円）
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�危険債権 
　12,261（1.80％） �破産更生債権及び 

　これらに準ずる債権 
　7,649（1.12％） 

�正常債権 
　655,298 
  （96.30％） 

�要管理債権 
　5,305（0.78％） 

�債権額合計 
680,514 
（100％） 

�危険債権 
　12,261（1.80％） �破産更生債権及び 

　これらに準ずる債権 
　7,649（1.12％） 

�正常債権 
　655,298 
  （96.30％） 

�要管理債権 
　5,305（0.77％） 

�債権額合計 
680,514 

（100.00％） 

3

4

5

0

6

平成16年3月 平成17年3月 平成18年3月 

（％） 

5.26

4.04
3.70

資産内容の一層の健全化に努めています。
当行では、資産の健全性をより促進するために毎期
厳格な自己査定を行い、適切な償却・引当を行うこと
に加え、お取引先に対する経営支援を強化し、債権内
容の良化に努めています。
一定額以上の大口債務者について個社別に経営改善
計画等に基づく今後の業績予想等により、将来のキ
ャッシュフローを見積もり、引当金を計上するキャッ
シュフロー見積法を採用しております。

「富山企業再生ファンド」について
当行では、過剰債務への抜本的な対策や事業のリス
トラクチャリングを必要としているお取引先に対して、
高度な再生ノウハウを持つファンド運営会社である�
ジェイ・ウィル・パートナーズが経営指導を行う「富
山企業再生ファンド」を立ち上げました。
今後もお取引先の経営改善に積極的に取組み、地域
経済の活性化に取組んでまいります。

金融再生法開示債権とは、貸出金・支払承諾見
返・外国為替・未収利息・仮払金を対象としてい
ます。
●１破産更生債権及びこれらに準ずる債権
破産手続開始、会社更生手続開始、再生手続開始の

申し立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者
に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
●２危険債権
債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政

状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本
の回収及び利息の受取ができない可能性の高い債権で
す。
●３要管理債権
３ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権です。

●４正常債権
債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないも

のとして上記①から③に掲げる債権以外のものに区分
される債権です。

平成１６年３月 平成１７年３月 平成１８年３月

破産更生債権及び
これらに準ずる債権 ９，５７６ １０，２９１ ７，６４９ ①

危険債権 １５，６５４ ９，８４１ １２，２６１ ②
要管理債権 １０，６８６ ６，９３５ ５，３０５ ③
小計 （A） ３５，９１７ ２７，０６９ ２５，２１６
正常債権 ６４６，８０５ ６４１，７５４ ６５５，２９８ ④
債権額合計 （B） ６８２，７２２ ６６８，８２４ ６８０，５１４ ⑤

小計の債権額に占める割合
（A）／（B） ５．２６％ ４．０４％ ３．７０％

保全額 （C） ３２，６５０ ２５，２３３ ２３，３０９
貸倒引当金 ９，４７６ ７，９４９ ９，１１２
担保・保証等 ２３，１７３ １７，２８３ １４，１９７

保全率 （C）／（A） ９０．９０％ ９３．２１％ ９２．４３％

金金金金金金金金金金金金金金金金金融融融融融融融融融融融融融融融融融再再再再再再再再再再再再再再再再再生生生生生生生生生生生生生生生生生法法法法法法法法法法法法法法法法法開開開開開開開開開開開開開開開開開示示示示示示示示示示示示示示示示示債債債債債債債債債債債債債債債債債権権権権権権権権権権権権権権権権権

［金融再生法に基づく開示債権（平成１８年３月）］

（単位：百万円）
（％）は債権額合計に占める比率

�金融再生法に基づく開示債権 （単位：百万円）

［金融再生法開示債権比率］
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創業・新事業支援機能等の強化 

事業再生に向けた積極的な取組 

お客さまへの説明態勢整備・ 
相談苦情処理機能の強化 

取引先企業に対する相談・ 
支援機能の強化 

担保・保証に過度に依存しない融資の推進 

人材の育成 

法令等遵守（コンプライアンス）態勢の強化 

ガバナンスの強化 

リスク管理態勢の充実 

収益管理態勢の整備と収益力の向上 

ITの戦略的活用 

経営力の強化 事業再生・ 

中小企業金融の円滑化 

地域のお客さまの 
利便性向上 

事業再生・中小企業金融の円滑化 

・地域になくてはならないコミュニティバンク 
金融サービス業に進化し、お客さま満足度の向上と当行の
収益基盤強化を目指します 

・確固たる顧客基盤の構築 
お客さまの利便性と説明態勢・苦情相談処理機能の向上
を目指します 

・人材基盤の強化 
新規・中途採用の積極化と研修体制の充実を目指します 

経営力の強化 

・リスク管理態勢の整備と財務の健全性の維持向上 
お客さまに安心・安全なお取引を提供いたします 

・リスク管理の高度化による相応のリスクテイクの実施 
地域経済の活性化と自らの収益力の向上を目指します 

・コーポレートガバナンスとコンプライアンス体制の充実 
引続き経営の最重要課題として一層の充実を目指します 

地域のお客さまの利便性向上 

■地域密着型金融推進計画の詳細は、当行ホームページに掲載しております。　�������������	
���
���������

・限りなくクリア（透明）、サウンド（健全）、フェア（公平） 
お客さまの目線に立って分かりやすい情報を発信いたします 

・安心で安全な取引環境を提供 
お客さまから選ばれる銀行を目指します 

・地域と一体となった「まちづくり」 
地域活性化に向けて、地方公共団体や商工団体等と連携した「まちづくり」を目指します 

地域密着型金融を積極的に推進します。
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平成16年3月 平成17年3月 平成18年3月 
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富山県内向け貸出金の推移
当行は、地域経済の発展とともに歩む金融機関を目
指し、地元富山県内における幅広い資金ニーズに積極
的にお応えしております。平成１８年３月末の富山県内
向け貸出金残高は５，７４０億円、当行の貸出金全体に占
める比率は８５．６２％となり、残高、シェアとも着実に
アップしております。

［富山県内向け貸出金の推移］
（グラフ内％は貸出金全体に占める比率）

中小企業の健全化に向けた取組み
中小企業の経営改善・再生に向けた取組みのため、

「企業支援チーム」を編制し、中小企業診断士を配置
して営業店と連携した企業支援体制の整備・強化を図
り、取引先支援に積極的に取組んでおります。その結
果、平成１７年度中に４０社の経営改善が図られました。

融資新商品
当行は、平成１７年８月、担保・保証に過度に依存し
ない融資制度を創設し地域の中小企業金融円滑化・安
定化に寄与するため、商工会議所及び商工会会員企業
を対象とした「ファーストサポート（商工会議所メン
バーズ融資）」及び「ファーストサポート（商工会メ
ンバーズ融資）」の取扱いを開始致しました。多くの
皆さまのご利用をお待ちしております。

富山県内中小企業等向け貸出金の推移
平成１８年３月末の中小企業等に対する貸出金のうち、
地元富山県内の中小企業等への貸出金残高は４，４２９億
円、中小企業等貸出金全体に占める比率は８６．２９％と
なりました。今後も地域金融機関として地域経済の発
展とともに歩んでまいります。

［富山県内中小企業等向け貸出金の推移］
（グラフ内％は中小企業等向け貸出金全体に占める比率）

CLO融資の取組み
当行は、平成１７年１２月、地元中小企業の皆さまの成
長支援を目的に、中小企業金融公庫の証券化支援業務
スキームを活用した無担保・第三者保証なしのCLO
（ローン担保証券）融資を実施致しました。今後も中
小企業の皆さまのために多彩な資金調達手段の提供及
び支援を行ってまいります。

経営改善支
援取組み先
α

αのうち期末
に債務者区分
が上昇した先
β

αのうち期末
に債務者区分
が 変 化 し な
かった先γ

正常先 ０ ０
要
注
意
先

うちその他要注意先 ２１９ ３４ １８１
うち要管理先 １４ ５ ９

破綻懸念先 １０ １ ９
実質破綻先 ３ ０ ３
破綻先 ０ ０ ０
合計 ２４６ ４０ ２０２

地域への貢献

［経営改善支援の取組実績］
（平成１７年４月～平成１８年３月） （単位：先数）
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住宅ローンの推移
地域の個人のお客さまに対し、夢の実現とゆとりあ
る生活をお手伝いするため住宅ローンを積極的に推進
しています。平成１８年３月末の住宅ローン貸出数は
１２，６８２件、貸出残高は１，５６７億円となりました。

貸出運営方針
当行の社会的使命は、地域社会の発展に貢献する
ことであり、お客さまの資金需要に対して積極的に
お応えしております。とりわけ地域産業の担い手で
ある中堅・中小企業や自営業者、個人の皆さまへの
ご融資に積極的に取組んでおります。
これからも、特定業種にかたよることなく安定的
資金供給に努めてまいります。

地方公共団体との取引
当行では、地方公共団体の資金需要に積極的にお
応えしております。平成１８年３月末における富山県
及び富山県内市町村等への融資残高は８４１億円となり
ました。また、「とやま県民債」や「とやま市民債」
の窓口販売等を通じて、地域社会の環境整備に協力
しております。

住宅ローン相談所のご案内

■グリーンビル・ローンセンター支店
TEL（０７６）４２２－６１００

■イオンFB支店
TEL（０７６６）２７－１２３１

■魚津駅前支店
TEL（０７６５）２４－４４３３

貸出金残高
平成１７年３月 平成１８年３月 前年同期比

製造業 ８７，５３６ ８８，８２４ １，２８８
卸売・小売業 ５９，４２９ ６１，６２７ ２，１９８
建設業 ４５，７３７ ４３，３０５ －２，４３２
各種サービス業 ７６，４０７ ７５，４００ －１，００７
金融保険業 ６，９９５ ６，０９８ － ８９７
不動産業 ２４，７１８ ２３，４６９ －１，２４９
地方公共団体 ７５，７０５ ８４，１８１ ８，４７６
個人その他 １８６，５５２ １９１，１５１ ４，５９９
合計 ５６３，０８２ ５７４，０５９ １０，９７７

地域への貢献

［住宅ローン残高の推移］

ローン専用フリーダイヤル ０１２０－１６１６６５

平日 ９時～１９時
土・日・祝日 １０時～１７時

平日 ９時～２０時
土・日・祝日 １０時～１７時

平日 ９時～１７時
土・日・祝日 １０時～１６時

［富山県内向け貸出金業種別内訳］ （単位：百万円）

［富山県内地方公共団体等向け貸出金の推移］
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財団法人 富山第一銀行奨学財団による支援
�富山第一銀行奨学財団では、学術研究活動支援を
目的として、各教育機関へ助成活動を行っております。
平成１８年度は富山県内の大学３校をはじめ、短大、
高等専門学校等の２５研究機関に総額１５，２２０千円の助成
を決定いたしました。また、昭和３４年の財団設立以来
行っている学生への奨学金の給貸与は、平成１８年度の
２名を加え総数３０７名となりました。

小学生図画コンクールの開催
昭和３８年以来、将来を担うこどもたちの健全な成長
と一枚の図画を通して家族の絆を強めていただくこと
を目的に、毎年「小学生図画コンクール」を開催して
おります。�富山県教育会、�北日本新聞社、北日本
放送�、�富山第一銀行奨学財団の協賛を得て、４４回
を数えました。今回は、県内外１５８校、６，２８７点の応募
があり、平成１８年３月１９日盛大に表彰式・作品展示が
行われました。

公益信託「富山ファーストバンク社会福祉基金」
の活動
普銀転換１０周年事業として設立された公益信託富山
ファーストバンク社会福祉基金では、平成１２年の設立
以来、住民参加型の社会福祉事業やボランティア活動
等に助成しております。平成１８年度までの助成金額合
計は７５団体、２０，５９０千円となりました。

「産・学」連携による地域貢献
当行は、産学連携、教育研究、人材交流等を通じて
活力ある地域経済の発展並びに地域社会への貢献を目
的として、下記大学及び高等専門学校と包括連携協力
を締結致しました。
平成１７年１２月 富山大学

平成１８年２月 富山工業高等専門学校

平成１８年２月 富山県立大学

平成１８年３月 富山商船高等専門学校

平成１８年４月 富山国際大学 （締結順）

富山県内の中小企業動向調査の実施
企業経営者の皆さまの経営管理にお役立ていただく
資料として、昭和５１年より四半期ごとに富山県内の中

小企業を対象にアンケート調査を
実施し、業種別企業動向を発表し
ております。同調査は、回答企業
数（平成１８年３月４１０社）も大規模
となっており、好評をいただいて
おります。

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

助成先数 １２団体 ７ １１
助成金額 ３，２９０千円 ３，５７０ ３，４５０

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

助成
部門

助成先数 ３６機関 ３４ ２５

助成金額 １５，７２０千円 １２，７２０ １５，２２０
奨学金 ５，４３０千円 ６，４８０ ５，９５２

金額計 ２１，１５０千円 １９，２００ ２１，１７２

地域への貢献

図画コンクール表彰式 中小企業動向調査
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FITネットサービス
「FIT」とは福井県（F）、石川県
（I）、富山県（T）の頭文字を表して
おり、「FITネット」は当行、株
式会社北國銀行、株式会社福井
銀行の３行業務提携事業の総称です。
平成１７年１０月、３行のATMにおいて、出金におけ

る他行利用手数料の相互無料化サービスを開始し、さ
らに平成１８年４月には３行のATMの相互無料入金
サービスを実施し「FITネットATM」の機能拡充を図
りました。
また、平成１７年１１月２９
日、石川県産業展示館４
号館にて、３行共同主催
の第１回FITネット商談
会を開催致しました。当
日は２２６社のブース展示を行い、来場者３，８２５名、商談
数１，７８９件と北陸最大級の商談会となりました。第２
回は平成１８年１０月３日に福井県にて開催予定です。

インターネットバンキング開始
インターネットや携帯電話から、振込や残高照会な
ど様々なサービスをご利用頂けます。
当行のインターネットバンキングサービスは、個人
のお客さま向けのサービス「〈ファースト〉プライベー
トWeb」と、法人のお客さま向けのサービス「〈ファー
スト〉ビジネスWeb」がございます。どうぞご活用
ください。

ファーストバンク・ビジネスクラブの活動
ファーストバンク・ビジネスク
ラブでは、インターネットによる
企業経営に関する情報提供・情報
交換、企業経営にかかる媒体物の
配布、交流会実施によるビジネス
マッチング・各種セミナーの開催、
経営相談・コンサルティング等の
積極的な活動を行っています。平
成１８年５月２４日、富山国際会議場においてファースト
バンク・ビジネスクラブ主催の「ビジネス交流会
２００６」を開催致しました。県内外の企業や大学など２３２
社・機関（７６ブース）が参加し大好評を博しました。

多様化するニーズにお応えする資産運用プラザ
資産運用プラザは、お客さまの投資利便性の向上と
多様化する資産運用ニーズにお応えするプラザです。
各種金融商品を取扱っておりま
すが、地域応援型のファンドであ
る「富山応援ファンド」（愛称
ニュー・ファースト）、「FITネッ
ト・三県応援ファンド」（愛称ベ
ストフィット）、「富山応援ファン
ドPART２」（愛称ファースト５・
５）は大変注目されております。

資産運用プラザセミナー
経済や外国為替、くらしの税金、投資信託、外債、
老後のお金、年金、退職金
の運用などのテーマを用意
しております。知りたいこ
と、聞いておきたいことを
わかりやすくお話します。
お気軽にお越しください。

地域への貢献

富山応援ファンドPART２

資産運用プラザセミナーの様子
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本人確認について

銀行取引を行うにあたり、お客さまの本人確認を行うことが「金融

機関等による顧客等の本人確認等に関する法律」により義務づけられ

ております。お取引の際には、公的証明書等が必要となりますのでご

了承ください。

「振り込め詐欺」にご注意ください

振り込め詐欺が頻発しています。不審な請求があった場合は、ご家

族や警察に相談して事実関係を確認した上で対処してください。

身に覚えのない返済請求などがあった場合も安易に振込等を行わな

いようご注意ください。不安な方は、最寄りの警察や消費者センター

などにご相談ください。

ATMご利用に関するお知らせ

最近、キャッシュカードと運転免許証等が同時に盗まれ、暗証番号

を生年月日等としていたためATMから現金が不正に引き出される被

害が多発しております。今後もお客さまに安心してお取引していただ

くため、第三者から推測され易い暗証番号をご使用の場合は、暗証番

号を変更してくださるようお願い致します。当行におけるこれまでの

セキュリティー向上策の主なものは以下のとおりです。

・一日当たりご利用限度額を２００万円に設定 ・盗難・紛失届の２４時間受付窓口の設置

・ATM後方確認ミラーの設置 ・ATM異常取引検知システムの開始

・ホームページ上での暗証番号に関する注意喚起 ・暗証番号変更依頼の郵送案内

・ATM画面の覗き見防止フィルターの設置

◎当行のATMでは暗証番号の変更が可能です。

偽造・盗難キャッシュカード被害に対する補償について

当行では、「偽造カード等及び盗難カード等を用いて行われる不正

な機械式預貯金払戻し等からの預貯金者の保護等に関する法律」の施

行に伴い、偽造・盗難キャッシュカード被害に対する補償を行ってお

ります。
・補償対象となるキャッシュカード 個人のお客さまのキャッシュカード

・補償の対象 偽造・変造、盗難キャッシュカードを使用した不正な引出し

◎詳しくは窓口へお問合せください。

ペイオフについて

（注）「無利息・要求払い・決済サービスを提供できること」という３条件を満たすものです。
・決済用預金（上記注）は全額保護されます。
・保護されない預金等であっても、破綻した金融機関の財産の状況に応じて支払われます。
（一部カットされる場合があります。）

個人情報の保護について（個人情報保護宣言 要約）

富山第一銀行は、お客さまの個人情報ならびに業務上の取引に関連

して取得する個人情報について、下記の考え方・方針に基づき適正か

つ厳格に取扱うことを宣言いたします。

１．個人情報の取扱いに関し、「個人情報の保護に関する法律」および

全国銀行協会制定自主ルール等を遵守いたします。

２．個人情報の取得は適法かつ適正に行い、利用にあたってはその利用

目的を特定し、利用目的の達成に必要な範囲において取り扱います。

当行とご本人との間で契約を締結することに伴って、直接書面に記

載されたご本人の個人情報を取得する場合には、その利用目的をご

本人に明示いたします。

取得した個人データは、ご本人の同意を得ている場合、法令に基づ

く場合等を除き、第三者に提供することはいたしません。

３．取得した個人データを取扱う部店ごとに管理者を設置する等、組織

的・人的・技術的な安全管理措置を講じます。また、取得した個人

データを正確かつ最新の内容にするよう常に適切な措置を講じるよ

う努力いたします。

４．お客さまがご自身に関する個人データについて開示・訂正・利用停

止等をご請求される場合は、当行本支店の窓口にお申し出下さい。

５．当行の個人情報の取扱いおよび安全管理措置に関するご質問、苦情

については、お取引しておられる支店窓口のほか、下記の相談窓口

で受付いたします。

［個人情報の取扱いおよび安全管理措置に関する相談窓口］

〒９３０－８６３０ 富山県富山市総曲輪２丁目２番８号

株式会社富山第一銀行 営業企画部お客さま相談室

０７６－４２４－１２１８（受付時間：平日９時から１７時）

６．個人情報保護のための体制および取組みについては継続的に見直し

を行い、その改善に努めます。

詳しくは当行ホームページ http : //www.first－bank.co.jp/をご覧くだ

さい。

預金等の分類 平成１７年４月から

決済用預金（注）
当座預金
無利息の普通預金等

全額保護

一般預金等
利息のつく普通預金、
定期預金、定期積金
ビック等

合算して元本１，０００万円
までとその利息等を保護

外貨預金、ヒット等 保護対象外

富山第一銀行ヘルプデスク
盗難・紛失等のトラブルはここにお電話を！

フリーダイヤル 0120－552495
TEL 076－433－7717

お知らせ

２４時間
対応！
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科 目 金 額
経 常 収 益 26,717
資 金 運 用 収 益 18,419
貸 出 金 利 息 12,568
有 価 証 券 利 息 配 当 金 5,675
コールローン利息及び買入手形利息 13
預 け 金 利 息 0
そ の 他 の 受 入 利 息 161
役 務 取 引 等 収 益 2,382
そ の 他 業 務 収 益 5,468
そ の 他 経 常 収 益 446
経 常 費 用 21,915
資 金 調 達 費 用 913
預 金 利 息 612
譲 渡 性 預 金 利 息 10
コールマネー利息及び売渡手形利息 122
債 券 貸 借 取 引 支 払 利 息 0
借 用 金 利 息 60
そ の 他 の 支 払 利 息 106
役 務 取 引 等 費 用 1,020
そ の 他 業 務 費 用 5,053
営 業 経 費 11,685
そ の 他 経 常 費 用 3,242
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 3,160
そ の 他 の 経 常 費 用 82

経 常 利 益 4,801
特 別 利 益 585
動 産 不 動 産 処 分 益 0
償 却 債 権 取 立 益 585
特 別 損 失 125
動 産 不 動 産 処 分 損 14
減 損 損 失 111
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 5,262
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 2,569
法 人 税 等 調 整 額 687
少 数 株 主 利 益 232
当 期 純 利 益 1,771

科 目 金 額
資本剰余金の部

資 本 剰 余 金 期 首 残 高 5,432
資 本 剰 余 金 増 加 高 0
自 己 株 式 処 分 差 益 0
資 本 剰 余 金 減 少 高 －
資 本 剰 余 金 期 末 残 高 5,432

利益剰余金の部
利 益 剰 余 金 期 首 残 高 38,156
利 益 剰 余 金 増 加 高 1,794
当 期 純 利 益 1,771
土 地再評価 差 額 金 取 崩 額 22
利 益 剰 余 金 減 少 高 445
配 当 金 424
役 員 賞 与 21
利 益 剰 余 金 期 末 残 高 39,504

会社名／本店所在地 業務内容 資本金 設立年月日

富山ファースト・ビジネス（株）
富山市奥田本町６番３号（富山ファイナンスビル内）

現金などの精査・整理
労働者派遣事業等

百万円
１０ 昭和６３年２月１３日

富山ファースト・リース（株）
富山市掛尾町６２６番地（ファーストバンク・グリーンビル５F）

リース業務等 ３０ 昭和５９年１２月１日

富山ファースト・ディーシー（株）
富山市掛尾町６２６番地（ファーストバンク・グリーンビル６F）

クレジットカード
信用保証業務等

２０ 昭和６２年３月１８日

富山ファースト機販（株）
富山市掛尾町６２６番地（ファーストバンク・グリーンビル５F）

リース業務等 １０ 平成元年１１月２８日

（株）富山ファイナンス
富山市掛尾町６２６番地（ファーストバンク・グリーンビル４F）

信用保証業務等 １０ 昭和２９年１０月５日

科 目 金 額
資産の部

現 金 預 け 金 11,492
コ ー ル ロ ー ン 及 び 買 入 手 形 15,676
買 入 金 銭 債 権 454
商 品 有 価 証 券 311
金 銭 の 信 託 300
有 価 証 券 266,531
貸 出 金 659,354
外 国 為 替 1,978
そ の 他 資 産 22,472
動 産 不 動 産 10,592
繰 延 税 金 資 産 120
支 払 承 諾 見 返 8,357
貸 倒 引 当 金 △11,820
資 産 の 部 合 計 985,821

負債の部
預 金 849,120
譲 渡 性 預 金 7,750
コ ー ル マ ネ ー 及 び 売 渡 手 形 24,016
債 券 貸 借 取 引 受 入 担 保 金 10,109
借 用 金 4,025
外 国 為 替 1
そ の 他 負 債 7,940
退 職 給 付 引 当 金 3,670
再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債 1,690
支 払 承 諾 8,357
負 債 の 部 合 計 916,682

少数株主持分
少 数 株 主 持 分 3,967

資本の部
資 本 金 8,000
資 本 剰 余 金 5,432
利 益 剰 余 金 39,504
土 地 再 評 価 差 額 金 2,077
株 式 等 評 価 差 額 金 10,307
自 己 株 式 △150
資 本 の 部 合 計 65,171
負債、少数株主持分及び資本の部合計 985,821

連結貸借対照表
（平成１８年３月３１日現在） （単位：百万円）

連結損益計算書
（平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで）（単位：百万円）

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結剰余金計算書
（平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで）（単位：百万円）

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結子会社の状況

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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科 目 金 額
当 期 未 処 分 利 益 5,998,076,273
利 益 処 分 額 2,783,604,432
利 益 準 備 金 47,267,406
配当金（１株につき３円５０銭） 212,101,026
役 員 賞 与 金 24,236,000
取 締 役 賞 与 金 17,816,000
監 査 役 賞 与 金 6,420,000
任 意 積 立 金 2,500,000,000
別 途 積 立 金 2,500,000,000

次 期 繰 越 利 益 3,214,471,841

科 目 金 額 科 目 金 額
資産の部 負債の部

現 金 預 け 金 11,322 預 金 849,463
現 金 9,192 当 座 預 金 38,778
預 け 金 2,129 普 通 預 金 237,164

コ ー ル ロ ー ン 15,676 貯 蓄 預 金 43,496
買 入 金 銭 債 権 454 通 知 預 金 6,159
商 品 有 価 証 券 311 定 期 預 金 504,375
商 品 国 債 309 定 期 積 金 9,134
商 品 地 方 債 1 そ の 他 の 預 金 10,355

金 銭 の 信 託 300 譲 渡 性 預 金 7,750
有 価 証 券 257,489 コ ー ル マ ネ ー 24,016
国 債 70,141 債券貸借取引受入担保金 10,109
地 方 債 27,371 外 国 為 替 1
社 債 55,705 売 渡 外 国 為 替 1
株 式 44,816 未 払 外 国 為 替 0
そ の 他 の 証 券 59,453 そ の 他 負 債 6,618

貸 出 金 670,416 未 決 済 為 替 借 169
割 引 手 形 29,324 未 払 法 人 税 等 1,417
手 形 貸 付 75,761 未 払 費 用 861
証 書 貸 付 485,925 前 受 収 益 554
当 座 貸 越 79,405 従 業 員 預 り 金 298

外 国 為 替 1,978 給付補てん備金 2
外 国 他 店 預 け 717 金 融 派 生 商 品 56
買 入 外 国 為 替 264 繰延ヘッジ利益 2
取 立 外 国 為 替 996 そ の 他 の 負 債 3,255

そ の 他 資 産 10,771 退 職 給 付 引 当 金 3,660
未 決 済 為 替 貸 75 再評価に係る繰延税金負債 1,690
前 払 費 用 25 支 払 承 諾 8,357
未 収 収 益 1,500 負 債 の 部 合 計 911,668
金 融 派 生 商 品 58 資本の部
繰延ヘッジ損失 2 資 本 金 8,000
そ の 他 の 資 産 9,109 資 本 剰 余 金 5,430

動 産 不 動 産 10,399 資 本 準 備 金 5,430
土 地 建 物 動 産 9,850 利 益 剰 余 金 39,349
保 証 金 権 利 金 548 利 益 準 備 金 1,991

繰 延 税 金 資 産 275 任 意 積 立 金 31,360
支 払 承 諾 見 返 8,357 当期未処分利益 5,998
貸 倒 引 当 金 △11,127 当 期 純 利 益 1,750

土地再評価差額金 2,077
株式等評価差額金 10,250
自 己 株 式 △ 149
資 本 の 部 合 計 64,957

資 産 の 部 合 計 976,626 負債及び資本の部合計 976,626

科 目 金 額
経 常 収 益 22,087
資 金 運 用 収 益 18,230
貸 出 金 利 息 12,644
有 価 証 券 利 息 配 当 金 5,411
コ ー ル ロ ー ン 利 息 13
預 け 金 利 息 0
そ の 他 の 受 入 利 息 161
役 務 取 引 等 収 益 2,376
受 入 為 替 手 数 料 866
そ の 他 の 役 務 収 益 1,509

そ の 他 業 務 収 益 1,047
外 国 為 替 売 買 益 233
国 債 等 債 券 売 却 益 747
国 債 等 債 券 償 還 益 5
金 融 派 生 商 品 収 益 21
そ の 他 の 業 務 収 益 40
そ の 他 経 常 収 益 432
株 式 等 売 却 益 146
金 銭 の 信 託 運 用 益 0
そ の 他 の 経 常 収 益 285

経 常 費 用 17,652
資 金 調 達 費 用 852
預 金 利 息 612
譲 渡 性 預 金 利 息 10
コ ー ル マ ネ ー 利 息 122
債 券 貸 借 取 引 支 払 利 息 0
売 渡 手 形 利 息 0
金 利 ス ワ ッ プ 支 払 利 息 17
そ の 他 の 支 払 利 息 89
役 務 取 引 等 費 用 1,039
支 払 為 替 手 数 料 240
そ の 他 の 役 務 費 用 798
そ の 他 業 務 費 用 992
商 品 有 価 証 券 売 買 損 0
国 債 等 債 券 売 却 損 965
国 債 等 債 券 償 還 損 6
そ の 他 の 業 務 費 用 19
営 業 経 費 11,550
そ の 他 経 常 費 用 3,217
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 3,177
貸 出 金 償 却 1
株 式 等 売 却 損 1
株 式 等 償 却 4
そ の 他 の 経 常 費 用 31

経 常 利 益 4,434
特 別 利 益 585
動 産 不 動 産 処 分 益 0
償 却 債 権 取 立 益 585

特 別 損 失 125
動 産 不 動 産 処 分 損 14
減 損 損 失 111

税 引 前 当 期 純 利 益 4,895
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 2,480
法 人 税 等 調 整 額 664
当 期 純 利 益 1,750
前 期 繰 越 利 益 4,479
土 地 再 評 価 差 額 金 取 崩 額 22
中 間 配 当 額 212
利 益 準 備 金 積 立 額 42
当 期 未 処 分 利 益 5,998

第９５期末 貸借対照表
（平成１８年３月３１日現在） （単位：百万円）

第９５期 損益計算書
（平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで）（単位：百万円）

第９５期 利益処分計算書 （単位：円）

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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個人その他 
45.52％ 

国内法人 
27.80％ 

個人その他 
45.52％ 

外国法人 
0.08％ 

金融機関 
26.36％ 

証券会社 
0.24％ 

国内法人 
27.80％ 

福井県 
2.95％ 

石川県 
4.60％ 

東京都 
22.1％ 

新潟県 
1.66％ 

その他 
4.38％ 

富山県 
64.31％ 

 

１．株式の状況（平成１８年３月３１日現在）
１� 発行する株式の総数 １８０，０００，０００株
２� 発行済株式の 総 数 ６０，８０９，７００株
�３ 当期中の名義書換件数 ４３７件
�４ 当期中の名義書換株数 ２，５００，０７１株
�５ 株 主 数 ５，８０５名

２．決算日
毎年３月３１日

３．定時株主総会
毎年６月に開催いたします。

４．配当金受領株主確定日
�１ 利益配当金 毎年３月３１日
�２ 中間配当金 毎年９月３０日
なお、配当金のお受け取りには、お近くの当行本支店の預金口

座へ振込のご指定をいただきますと、お受け取りが早くてまちが
いもなくご便利です。

５．基準日
定時株主総会については３月３１日といたします。
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めます。

６．公告掲載新聞名
富山市において発行する北日本新聞

７．株式取扱手数料
１� 株式名義書換 …………………………………………………無料
２� 新券交付 …………………………………株券１枚につき２００円
�３ 株券喪失登録 ……………………………１件につき ３，０００円

株券１枚につき３６０円
８．株主名簿管理人・事務取扱場所・取次所
１� 株主名簿管理人

（〒１００－０００５）東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三 菱 U F J 信 託 銀 行 株 式 会 社

２� 同事務取扱場所
（〒１００－０００５）東京都千代田区丸の内一丁目４番５号

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
�３ 同 連 絡 先（郵便物送付先及び電話照会先）

（〒１７１－８５０８）東京都豊島区西池袋一丁目７番７号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
電話０１２０－７０７－６９６（フリーダイヤル）

�４ 同 取 次 所
三菱UFJ信託銀行株式会社 全国各支店

取 締 役

取締役頭取 金 岡 純 二

常務取締役 福 原 祥 二

常務取締役 武 隈 光 男

常務取締役 岡 本 諦 観

常務取締役 橋 本 一 次

取 締 役 稲 垣 義 雄

取 締 役 藤 岡 正 紀

取 締 役 南 茂 敬

取 締 役 本 多 正 文

取 締 役 宮 川 一 誠

取 締 役 浅 井 澄 夫

監 査 役

常勤監査役 平 井 彦次郎

常勤監査役 澤 田 清 孝

監 査 役 中 尾 哲 雄

監 査 役 梅 沢 直 正

監査役のうち中尾哲雄および梅沢直正の両氏は、

株式会社の監査等に関する商法の特例に関

する法律第１８条第１項に定める社外監査役

であります。

執 行 役 員

執 行 役 員 藤 澤 繁 幸

株式のご案内 役員（平成１８年３月３１日現在）

［所有者別株式数］ ［地域別株式数］
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富山県内（５６カ店）
★本 店 富山市総曲輪二丁目２番８号 （０７６）４２４－１２１１

本店営業部総曲輪出張所 同 総曲輪一丁目７番１５号 （０７６）４４２－８０１２

★ニューセンター支店 同 牛 島 新 町 ５ 番 ５ 号 （０７６）４４４－８１１１

★富山南センター支店 同 掛尾町６２６番地ファーストバンクグリーンビル２F （０７６）４２４－１４７０

グリーンビル・
ローンセンター支店 同 掛尾町６２６番地ファーストバンクグリーンビル１F （０７６）４２２－６１００

●富山駅前支店 同 新富町一丁目４番７号 （０７６）４４１－４４６６

●堤 町 支 店 同 堤町通り二丁目２番１５号 （０７６）４２３－７６９１

●石 金 支 店 同 石 金 三 丁 目 １ 番 １ 号 （０７６）４２４－１７８６

●五 福 支 店 同 五福字才勝１９２２番地の８ （０７６）４３１－８０８６

●小 泉 支 店 同 西中野本町１２番１０号 （０７６）４２３－８３８１

●下 新 支 店 同 千 代 田 町 ９ 番 １４ 号 （０７６）４３２－３６５１

●東 町 支 店 同 東 町 一 丁 目 ５ 番 １ 号 （０７６）４２１－２３１１

岩 瀬 支 店 同 東 岩 瀬 町 ２９５ 番 地 （０７６）４３７－７１２４

水 橋 支 店 同 水 橋 町 ２５ 番 地 の ４ （０７６）４７８－２１４１

堀 支 店 同 下 堀 ５４ 番 地 （０７６）４２３－２２３０

問 屋 町 支 店 同 問屋町二丁目１１番３８号 （０７６）４５１－１１７７

荏 原 支 店 同 向 新 庄 ２００ 番 ２７ （０７６）４２３－８５４０

月 岡 支 店 同 開 発 ２０１ 番 地 （０７６）４２９－５５１１

根 塚 町 支 店 同 新根塚町一丁目５番２５号 （０７６）４９１－２２３３

針 原 支 店 同 金 泉 寺 ２４７ 番 地 （０７６）４５１－２１１１

呉 羽 支 店 同 呉羽町７１６２番地の５ （０７６）４３６－１１２２

●山 室 支 店 同 山 室 １８７ 番 地 の ９ （０７６）４９２－１７１０

北 の 森 支 店 同 森 三 丁 目 ２ 番 １１ 号 （０７６）４３７－５０００

鵜 坂 支 店 同 婦中町分田８８番地の４ （０７６）４２２－１１７０

●婦 中 支 店 同 婦中町 速 星 ８１８ 番 地 （０７６）４６６－２１２１

●八 尾 支 店 同 八尾町東町２２３１番地 （０７６）４５４－３１４１

大 沢 野 支 店 同 上 大 久 保 １８９９ 番 地 （０７６）４６７－２３３６

上 滝 支 店 同 上 滝 ２８８ 番 地 （０７６）４８３－１３１１

立 山 支 店 中新川郡立山町五百石１６番地の１ （０７６）４６３－１２３５

上 市 支 店 同 上市町三日市４７番地の１５ （０７６）４７３－１２３０

●滑 川 支 店 滑川市下小泉町７５番地の４ （０７６）４７５－３１０１

★魚 津 支 店 魚津市中央通り一丁目７番９号 （０７６５）２４－１２３４

魚津駅前支店 同 上村木一丁目１番２５号 （０７６５）２４－４４３３

●黒 部 支 店 黒 部 市 牧 野 ８３ 番 地 の １ （０７６５）５２－１２３０

●宇 奈 月 支 店 同 宇 奈 月 温 泉２４３番 地 （０７６５）６２－１０１９

入 善 支 店 下新川郡入善町入膳５４３０番地 （０７６５）７２－１１８８

泊 支 店 下新川郡朝日町平柳６８８番地 （０７６５）８２－１１５５

★高 岡 支 店 高 岡 市 丸 の 内 １ 番 １２ 号 （０７６６）２１－３１３０

★イオンFB支店 同 下 伏 間 江 ３８３ 番 地 （０７６６）２７－１２３１

●高岡中央支店 同 木 舟 町 ８０ 番 地 １ （０７６６）２２－５６７８

●昭 和 町 支 店 同 昭和町三丁目３番２０号 （０７６６）２３－７３３７

清 水 支 店 同 清水町二丁目３番２４号 （０７６６）２４－２５２６

中 川 支 店 同 東 中 川 町 １ 番 ３４ 号 （０７６６）２４－６３６３

大 野 支 店 同 大 野 １５８ 番 地 の １ （０７６６）２３－２３５３

福 岡 支 店 同 福岡町下蓑３８５番地 （０７６６）６４－５８００

太 閤 山 支 店 射水市中太閤山一丁目１番地６ （０７６６）５６－３６８８

大 門 支 店 同 大 門 １０４ 番 地 の ３ （０７６６）５２－５５０７

●新 湊 支 店 同 中 新 湊 １３ 番 ５ 号 （０７６６）８４－４１２４

氷 見 支 店 氷 見 市 丸 の 内 １０ 番 ２４ 号 （０７６６）７４－１６００

氷 見 南 支 店 同 柳 田 ２０８１ 番 地 の ４ （０７６６）９１－１２００

●砺 波 支 店 砺 波 市 本 町 ２ 番 ２７ 号 （０７６３）３２－３３６３

●福 野 支 店 南 砺 市 福 野 １３２０ 番 地 １ （０７６３）２２－２１５１

城 端 支 店 同 城 端 １５８ 番 地 １ （０７６３）６２－１２０４

井 波 支 店 同 山 見 １７３９ 番 地 １７ （０７６３）８２－１５２５

福 光 支 店 同 福 光 ７３６７ 番 地 （０７６３）５２－１２１１

●石 動 支 店 小 矢 部 市 本 町 ２ 番 ４ 号 （０７６６）６７－０５８１

富山県外（１３カ店）
★金 沢 支 店 金 沢 市 尾 山 町 １ 番 ８ 号 （０７６）２２１－６１３１

泉 支 店 同 泉 二 丁 目 ６ 番 ７ 号 （０７６）２４２－１８８１

東 大 通 支 店 同 元町二丁目１５番１５号 （０７６）２５１－５９１１

七 尾 支 店 七 尾 市 大 手 町 ５９ 番 地 （０７６７）５２－３６００

●輪 島 支 店 輪 島 市 河 井 町 ２ 部 ９５ 番 地 （０７６８）２２－１１１４

糸 魚 川 支 店 糸 魚 川 市 本 町 ９ 番 ９ 号 （０２５）５５２－１７１１

●直 江 津 支 店 上 越 市 五 智 一 丁 目 １ 番２７号 （０２５）５４３－３７７１

●長 岡 支 店 長岡市城内町二丁目２番地１ （０２５８）３３－４８１０

●神 岡 支 店 飛彈市神岡町船津１２０１番地の３ （０５７８）２－１０３１

●高 山 支 店 高 山 市 本 町 三 丁 目 ５８ 番 地 （０５７７）３２－２８２０

★東 京 支 店 東京都千代田区神田岩本町２番地 （０３）３２５６－６３１１

名 古 屋 支 店 名古屋市中区大須三丁目１４番６２号 （０５２）２６１－５８７１

★大 阪 支 店 大阪市西区靱本町一丁目９番１５号 （０６）６４４３－４６５１

★印…外国為替取扱店

●印…外貨両替取扱店

ファースト・バンク店舗のご案内（平成１８年５月３１日現在）
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富山市
富山第一銀行総合事務センター

〇 アーバンプレイス

〇 富山赤十字病院

◎★ ＪＲ富山駅

◎★ マリエとやま

◎★ 高志会館

富山県庁

富山市役所

◎★ ショッピングシティアピア

〇 富山市民プラザ

北日本スクエア

◎★ 総曲輪通り

富山市民病院

◎★ 越州村

◎★ アピタ富山店

◎★ 本郷町

◎★ グリーンモール山室

◎★ 大阪屋北新町店

〇 富山県立中央病院

◎★ マックスバリュー上飯野店

◎★ アピタ富山東店

富山機械工業センター

富山県高志リハビリテーション病院

済生会富山病院

◎★ 北の森ショッピングタウン

◎★ 水橋ミューズ

◎★ サンショウ石坂店

〇 富山企業団地

富山大学（学生会館内）

〇 富山大学附属病院

◎★ ファボーレ

婦中鉄工業団地

◎★ 笹倉

◎★ ＪＲ八尾駅前

富山市大沢野総合行政センター前

◎★ グリーンバレー大沢野

富山国際大学

立山町
立山町役場前

◎★ 立山ナビオ前

上市町
◎★ マックスバリュー上市店

滑川市
滑川市役所前

◎★ エール滑川

◎★ パスタ前

◎★ プラント３滑川店

魚津市
魚津市役所前

◎★ アップルヒル

◎★ アピタ魚津店

黒部市
黒部市役所

◎★ パルフェ黒部店前

◎★ エーシーシー黒部店前

◎★ メルシー黒部

◎★ アピタ黒部店

〇 黒部市役所宇奈月庁舎前

朝日町
◎★ 荒川

入善町
〇 入善町役場前

◎★ 入善コスモ２１

高岡市
◎★ ＪＲ高岡駅

◎★ 高岡サティ

◎★ スパーヒラキストア大坪店前

高岡市民病院

◎★ ジャスコ高岡店

◎★ イオン高岡

射水市
射水市役所小杉庁舎前

◎★ 太閤山パスコ

◎★ アル・プラザ小杉

◎★ いみずのショッピングタウン

◎★ アプリオ

◎★ イータウン

〇 射水市役所大門庁舎前

三精工業前

◎★ 西新湊

氷見市
◎ ハッピータウン氷見

◎★ 氷見プラファ

砺波市
◎★ アピタ砺波店

◎★ ジャスコ砺波店

◎★ サンコー砺波中央店

南砺市
◎★ 福野ア・ミュー

〇 南砺中央病院

小矢部市
◎★ ユニー小矢部店

飛彈市
◎★ バロー神岡店

〇…土曜日稼働店

◎…土曜日・日曜日稼働店

★…祝日稼働店

その他、北國銀行、福井銀行の全ての
ATMでの入出金が無料で利用できます。
（FITネットATM）
但し、北國銀行のコンビニATMを除きます。
平日の１８時以降、土・日・祝日の休日時間
外手数料は有料となります。

店舗外キャッシュサービスコーナーのご案内（８０カ所）（平成１８年５月３１日現在）

http : //www. first-bank. co. jp

古紙配合率１００％再生紙と大豆油インキを使用し、
環境にやさしい「水なし印刷」を採用しています。
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